
単機関研究用 

 

当院では、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記当院の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象となる方の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ます。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、

患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合にはご連絡いただければ研究対象と

しません。 

 

記 

 

研究機関名 地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

整理番号 24-485 

研究の名称 糖尿病治療薬のがん発症抑制効果について 

総研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 2027年 3月 31日 

試料・情報の利用を

開始する予定日 
2025年 3月 18日 

研究の対象 調査期間（2018.10-2024.10）に当院で糖尿病治療薬を処方された方。 

研究の目的 

糖尿病はがん疾患におけるリスク因子として取り上げられています。糖尿病の

死因の大半ががん疾患であることはそのことを裏付けているようですが、我が

国の死因の 1 位ががん疾患であることはその影響をマスクしている可能性があ

ります。糖尿病発症の一般的治療法は、食事療法、運動療法、薬物療法ですが、

個体差が大きい食事療法や運動療法を評価するより、導入した薬物療法によっ

て、がん発症リスクの影響を評価する方が、疫学的にはバイアスが少ないと考

えられます。本研究によって、糖尿病患者と糖尿病以外の患者のがん発症リス

クの違いおよび糖尿病治療薬のがん発症リスクの違いを検証することは、糖尿

病におけるがん発症リスクの低減につながる可能性があります。 

研究の方法 

調査期間（2018.10-2024.10）に糖尿病治療薬を処方された患者の診療情報を診

療録より取得し、がん薬物療法の導入および非導入患者の調査項目（患者基本

情報、処方、検査値）を比較解析することで、糖尿病におけるがん発症リスク

の違いを評価します。 

研究に用いる試料・

情報の種類 

試料：用いません 

情報：性別、年齢、疾患、罹患状況、手術歴、処方歴、検査データ 等 

個人情報の取扱い 

患者さんを直接特定できる氏名や住所等の個人情報は、利用する情報から削除

致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者

さんを特定できる個人情報は利用しません。 



 

お問い合わせ先 

＜当院の連絡先＞ 

地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

所属：薬剤科 

研究責任者：橋本 貴子 

住所：大阪府堺市西区家原寺町 1丁 1番 1号 

TEL：072-272-1199(代表) 

作成日：西暦 2025年 2月 16日（1版） 


